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■ 共通の成果指標と達成目
標

９．取組内容の進捗状況（令和3年度）
【会津大学】

国際化関連、教育改革関連
1. 学生の語学レベルの測定・把握・向上のための取組
外部有識者からの助言も踏まえ、2021年7月から本学語学研究センターが中心と
なり、全学的な学生の英語力向上の強化・促進をしてきた。

2. 外国語のみで卒業できるコース（学部ICTグローバルプログラム
全英語(ICTG)コース）の在籍者数

① ポスター掲示やメール送信等により、在籍方法やルールを丁寧に周知した。
② ICTGコースに在籍した日本人学生はTOEICスコアが上昇した(平均値：在籍前551
点→在籍後627点)。

③ ICTGコースの授業を体験する機会を年2回設けた（参加者19名のうち13名がICTG
コースに登録）。これにより日本人在籍希望者が増えた。

2019年度
日本人在籍制度開始

 ICTGコース在籍者の多様性拡大
2021年度ICTGコース入学者の国籍・地域は10か国・地域となった。
（2020年度8か国・地域）

3. 教育の質保証

目標とする人材像のコンピテンシー設定および各科目のスキルレベル設定を、
2023年度適用を目指している。適用後は、本学の教育への信頼性が堅固となり、
学生、社会の期待に応えられる大学へと成長を続けていくように基盤整備が推進さ
れている。

（図1） 学生のTOEIC受験後の感想を掲載
したポスター

2019年度から開始したICTGコース日本人在籍制度の学内認知度が向上し、英語
で専門科目を履修する学生が増えており、グローバルに活躍できる学生の育成に
つながっている。

4．日本人学生に占める留学経験者数（図4）

① 学生個別ガイダンス：学生に個別ガイダンスパーソン(教職員)を配置し、定期的
に面談をするなど英語学習の伴走者役としての活動を行った。

② TOEICアドバイザー：TOEIC対策の学習方法等のアドバイスを実施。TOEIC直前対
策講座(集中講座、3回)を実施した。

③ Go Beyond 500! Campaign：TOEIC500点以上を取得した学生には、得点に応じた色
のキーホルダー（図1）を配布。また、クラス別のTOEIC500点達成率を学内に掲
示した。

④ TOEIC対策書籍(300冊余）を大学図書館で開架し、TOEIC対策コーナーを開設した。
（図2）

⑤ 2022年度以降の英語カリキュラムの変更：
1)英語選択科目（23科目）で、TOEICオンラインの受験を必須化。
2)TOEIC750点を獲得した学生は英語選択科目の単位認定を申請できる（1単位）。
3)TOEIC650点以上を獲得している2年生までの学生は、英語選択科目の早期履修
を申請できる。

4) 1年次科目のIntroductory English 1~4の学修内容を再設計し、時限毎に30分間4
技能を練習する時間を設けるようにした（タスクベース教授法による）。

⑥ 2022年度入学者に対しTOEIC対策図書を購入、配布し（外部資金利用）、英語
学習を促すと共に、推薦入学者に対しては入学前の課題を課した。

 2021年度目標であるTOEIC450点以上を満たす学部生の割合：(2021年4月) 
49.9% → (2022年3月) 62.7%↑ 

 TOEIC700点以上の学部生が11.0%, TOEIC600点以上の学部生が20.6%となっ
た。(2022年3月)

 ICTGコース在籍者数は88名（留学生41名、日本人47名） （2022年3月31日現在）（図3）

 CC2020 (Computing Curricula 2020)への対応

コロナ渦のためオンラインツールを用いての代替プログラム実施であったにもかか
わらず、海外派遣プログラムを経験した学生は、グローバルラウンジにおいて国際
交流活動の中心役として活動するなど、国際交流を活性化させる牽引役となってい
る。また、身に付けた英語力と専門技術を活かしてグローバル企業への就職や企業
との共同研究や、起業や創業イベントでの登壇などで、活躍をしている。

（図2） TOEIC対策コーナーを開設した大学
図書館

（図5）ブリティッシュヒルズにて行われた
「留学準備のための英語体験プログラム」
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（図4）日本人学生に占める留学経験者数

（図3）

英国の建物を再現した施設「ブリティッシュヒルズ（福島県天栄村）」において、
2020年度に短期留学プログラムの代替として実施した宿泊型研修の参加者満足度が
高かったことから、2021年度は、夏季の国内研修「留学準備のための英語体験プロ
グラム」を新設し、実施した(参加者18名）。（図5）

 令和5年の本学の最終目標は、500点以上獲得した学部生の割合が50％



■ 大学の特性を踏まえた特徴ある取組

ガバナンス改革関連

① 海外短期派遣の代替プログラムとして、冬季に「留学準備のための英語体験プロ
グラム」を実施した（参加者25名)。

② British Hillsでの研修後にアメリカのローズハルマン工科大学(協定校)の学生や教
員に対し、オンラインで日本の文化を紹介した。（図6）

③ シリコンバレーインターンシップ代替プログラム(参加者数7名(うち留学生4名))、
オンラインでNVIDIA Jetson Nano や Arduino に関する技術研修、試作品の発表、及
びシリコンバレーエンジニアとの交流、資金獲得等の授業を英語で行った。
（図7）

④ ベトナムインターンシップ代替プログラム(参加者2名)、ベトナム企業のオンラ
インインターンシップに3週間参加した。

⑤ 大連インターンシップ代替プログラム(参加者2名)において、オンラインで中国
のICTビジネス事情とマーケティングリサーチに関する研修を行った。

⑥ 大連東軟信息学院夏期短期オンライン語学留学プログラム(1名、中国、協定校、
2週間)、オストバイエルン・レーゲンスブルク工科大学オンラインプログラム (3
名、うち留学生2名、ドイツ、協定校、4か月間）

5．自走化及び外部資金の獲得

① 2024年度SGU事業自立化に向けた2年間のアクションプランを作成した。
② 外部団体からの奨学寄附金を活用し（7,600千円）、より広く開放的なスペース
に移転することを2021年8月に決定した。AGD移設・拡張のための工事を開始し
た（2022年2月～）。2022年夏ごろに新AGDが開所する予定である。民間企業や
外部団体、海外拠点等と連携しながら様々なイベント等を通して学生の技術力・
企画力・発信力を高めていく。

③ 寄附講座（専門科目「ICTベンチャー起業と経営」、ISEP認定研修「ICT創業トラ
イアル」）、および奨学寄附に絡むイベント等を実施した。

④ 奨学寄付金を用いて2022年度新入生向けTOEIC書籍購入および在学生のTOEIC受験
費用補助を行った。

 自立化推進委員会を定期的に開催し、自走化時のさまざまな要素を考慮し
ながら体制整備への取組を進めた。

① 専門科目「ICTベンチャー起業と経営」（履修者40名）、2021年度新設ISEP認定プ
ログラム「ICT創業トライアル」（履修者10名）

② シリコンバレーインターンシッププログラムに参加した学生が大学発ベンチャー
企業を設立、ISEP在籍者と共同で事業を開始した。

③ 「東北グロースアクセラレーター」にISEP在籍学生チームが採択された。（図9）

AGDの利用学生は、開発イベントでの受賞や、学内システムの開発リーダーを務め
る、企業との共同開発・研究、個人事業主として創業イベントでの登壇、起業、グ
ローバル企業への就職など、学生の中心的存在として活動をしている。

＜学部・修士一貫型＞
2021年度にオナーズイヤーを取得した学生は1名であったが、3名の学生から留学や会
社経営（図10）等のため2022年度オナーズイヤー取得申請があり、申請が承認された。
＜異才発掘型＞
突出したスキルをもつ学生4名(1年生1名、2年生3名)を認定した。
突出したスキルを持った学生が会津大学を希望して入学し、認定者となり育成されて
いる。

■ 大学独自の成果指標と達成目標

 コロナ渦の影響があったにもかかわらず、前年度比104％の奨学寄附金を獲
得できた。寄附団体数は前年度より2団体増えた。

 学生の英語力向上やAizu Geek Dojo (AGD) （ 7． 参照）移設・拡張の活動に
対して外部団体からの理解が得られ、追加費用の寄付により実現した。

6．イノベーション・創業教育プログラム (ISEP)
 在籍者が着実に増加。プログラム在籍者27名、うち修了者1名（図8） 。
（2020年度在籍者14名）

7．ものづくりのコワーキングスペース Aizu Geek Dojo (AGD)
 AGDのイベント参加をきっかけに多数の学生が開発活動を継続

8．オナーズプログラム
 プログラム認定学生は自己の目標に向かって活動をしており、学生のモデルと
なっている。

【会津大学】

（図7）シリコンバレーインターンシップ代替
プログラム

（図8）イノベーション・創業教育プロ
グラム(ISEP)の修了生

（図9） 「東北グロースアクセラレーター」
に採択されたISEP在籍学生チーム

（図10）起業についての記事が掲載され
たオナーズプログラム認定学生
（2022/4/18 福島民報）

（図6）ローズハルマン工科大学の学
生とのオンライン文化交流
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